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ド　
イ　
ツ　
に　
紹　
介　
す　
る　
よ　
い　
機　
会　

だ　
と　
さ　
れ　
て　
い　
る　
。　

（　

紙　
）　

●　
第　
三　
Ｇ　
Ｓ　
Ｍ　

「　
ア　
リ　
ア　
」　
登　
場　

今　
ト　
ル　
コ　
で　
爆　
発　
的　
に　
人　
気　

の　
あ　
る　
携　
帯　
電　
話　
。　「　
猫　
も　
杓　
子　

も　
状　
態　
」　
で　
、　
所　
有　
率　
が　
急　
増　

し　
て　
い　
る　
。　

こ　
の　
携　
帯　
電　
話　
市　
場　
に　
競　
争　

を　
さ　
ら　
に　
激　
化　
さ　
せ　
る　
第　
三　
Ｇ　

Ｓ　
Ｍ　

会　
社　
「　
ア　
リ　
ア　

」　

が　
、　
何　
週　
間　
に　
も　
わ　
た　
る　
大　
々　

的　
な　
コ　
マ　
ー　
シ　
ャ　
ル　
の　
後　
、　
ト　

ゥ　
ル　
ク　
セ　
ル　

、　

テ　
ル　
ス　
ィ　
ム　

に　

続　
い　
て　
、　
営　
業　
を　
開　
始　
し　
た　
。　

ト　
ル　
コ　
イ　
シ　
銀　
行　
と　
イ　
タ　
リ　

ア　
・　
モ　
ー　
ビ　
ル　
社　

の　
合　

弁　
に　
よ　
る　
ア　
リ　
ア　
社　
の　
、　
二　
○　

○　
二　
年　
ま　
で　
の　
投　
資　
は　
総　
額　
一　

ミ　
リ　
ヤ　
ル　
ド　
ル　
に　
及　
ぶ　
と　
さ　
れ　

て　
い　
る　
。　
ア　
リ　
ア　
の　
特　
徴　
は　
、　

・　
ト　
ル　
コ　
初　
、　
月　
基　
本　
料　
無　
料　
。　

・　
通　
常　
通　
話　
料　
金　
は　
、　
平　
日　
一　

分　
間　
二　
八　
万　
Ｔ　
Ｌ　
。　

・　
毎　
月　
五　
五　
分　
通　
話　
の　
後　
、　
五　

五　
％　
割　
引　
料　
金　
が　
適　
応　
さ　
れ　
る　
。　

・　
短　
メ　
ッ　
セ　
ー　
ジ　
サ　
ー　
ビ　
ス　
は　

一　
分　
間　
六　
万　
Ｔ　
Ｌ　
。　

・　
フ　
ァ　
ッ　
ク　
ス　
・　
デ　
ー　
タ　
シ　
ス　

テ　
ム　
は　
一　
分　
間　
一　
○　
万　
Ｔ　
Ｌ　
。　

＊　
通　
話　
料　
金　
に　
消　
費　
税　
含　
む　
。　

特　
別　
通　
信　
税　
含　
ま　
ず　
。　

ア　
リ　
ア　
の　
テ　
レ　
コ　
ム　
市　
場　
進　

出　
に　
よ　
っ　
て　
、　
独　
占　
状　
態　
で　
あ　

っ　
た　
テ　
レ　
コ　
ム　
業　
界　
の　
二　
社　
は　
、　

軒　
並　
み　
料　
金　
を　
半　
額　
近　
く　
ま　
で　

引　
き　
下　
げ　
た　
。　

以　
前　
は　
、　
外　
国　
人　
、　
日　
本　
人　

は　
ト　
ル　
コ　
で　
通　
常　
の　
電　
話　
回　
線　

を　
購　
入　
す　
る　
こ　
と　
が　
で　
き　
ず　
、　

不　
便　
で　
あ　
っ　
た　
が　
、　
ト　
ゥ　
ル　
ク　

セ　
ル　
・　
プ　
リ　
ペ　
イ　
ド　
カ　
ー　
ド　
式　

携　
帯　
電　
話　
・　
ハ　
ズ　
ル　
カ　
ー　
ド　

（　

）　
の　
普　
及　
に　
よ　
り　
、　
パ　
ス　

ポ　
ー　
ト　
の　
み　
で　
携　
帯　
電　
話　
を　
購　

入　
す　
る　
こ　
と　
が　
で　
き　
る　
よ　
う　
に　

な　
り　
、　
大　
変　
便　
利　
に　
な　
っ　
た　
。　

今どきのトルコ最近のトルコ情報

トルコの今一番の話題は２月に起こった「経済危機」。

トルコ国民はこの危機をただひたすら倹約と忍耐で乗り切ろうとしている。

夏の一番美しい季節を目前に今どきのトルコは如何に・・・。

●　
ト　
ロ　
イ　
ア　
展　

ド　
イ　
ツ　
に　
て　
開　
催　
　　

ド　
イ　
ツ　
商　
人　
の　
ハ　
イ　
ン　
リ　
ッ　

ヒ　
・　
シ　
ュ　
リ　
ー　
マ　
ン　
が　
、　
子　
供　
の　

頃　
に　
読　
ん　
だ　
ホ　
メ　
ー　
ロ　
ス　
の　
「　
イ　

ー　
リ　
ア　
ス　
」　
に　
書　
か　
れ　
た　
ト　
ロ　
イ　

ア　
（　
ト　
ロ　
ヤ　
）　
戦　
争　
が　
事　
実　
で　
あ　

っ　
た　
こ　
と　
を　
信　
じ　
、　
妻　
と　
共　
に　
一　

八　
七　
一　
年　
か　
ら　
一　
八　
九　
○　
年　
の　

間　
、　
ト　
ロ　
イ　
ア　
の　
遺　
跡　
を　
発　
見　
、　

発　
掘　
し　
た　
話　
は　
あ　
ま　
り　
に　
も　
有　
名　

で　
あ　
る　
が　
、　
そ　
の　
ト　
ロ　
イ　
ア　
が　
ト　

ル　
コ　
の　
チ　
ャ　
ナ　
ッ　
カ　
レ　
に　
あ　
る　
こ　

と　
を　
知　
ら　
な　
い　
人　
も　
多　
い　
。　
シ　
ュ　

リ　
ー　
マ　
ン　
に　
よ　
っ　
て　
ド　
イ　
ツ　
に　
持　

ち　
出　
さ　
れ　
た　
ト　
ロ　
イ　
ア　
の　
美　
術　
品　

は　
、　
一　
部　
第　
二　
次　
世　
界　
大　
戦　
の　
際　
、　

行　
方　
不　
明　
と　
な　
っ　
て　
い　
た　
（　
近　
年　
、　

そ　
の　
美　
術　
品　
も　
ロ　
シ　
ア　
に　
あ　
る　
こ　

と　
が　
発　
表　
さ　
れ　
、　
公　
開　
さ　
れ　
た　
）　。　

今　
回　
、　
全　
経　
費　
を　
ド　
イ　
ツ　
側　
が　

負　
担　
し　
、　
二　
○　
○　
一　
年　
三　
月　
一　
七　

日　
か　
ら　
二　
○　
○　
二　
年　
二　
月　
一　
七　
日　

ま　
で　
の　
期　
間　
、　
ド　
イ　
ツ　
の　
ス　
ト　
ゥ　

ッ　
ト　
ガ　
ッ　
ト　
、　
ブ　
ラ　
ウ　
ン　
シ　
ュ　
バ　

イ　
ク　
、　
ボ　
ン　
に　
て　
、　
「　
ト　
ロ　
イ　

ア　
・　
夢　
と　
現　
実　
」　
と　
題　
し　
た　
展　
覧　

会　
が　
開　
催　
さ　
れ　
る　
。　

通　
常　
、　
ト　
ル　
コ　
国　
内　
で　
展　
示　
さ　

れ　
て　
い　
る　
五　
五　
一　
点　
の　
ト　
ロ　
イ　
ア　

の　
美　
術　
品　
を　
メ　
イ　
ン　
に　
開　
か　
れ　
る　

こ　
の　
展　
覧　
会　
は　
、　
現　
在　
ロ　
シ　
ア　
を　

筆　
頭　
に　
世　
界　
各　
国　
で　
展　
示　
さ　
れ　
て　

い　
る　
美　
術　
品　
の　
起　
源　
が　
、　
ト　
ル　
コ　

で　
あ　
る　
と　
い　
う　
事　
実　
を　
強　
く　
物　
語　

っ　
て　
い　
る　
。　

近　
年　
、　
外　
国　
で　
展　
示　
さ　
れ　
て　
い　

る　
ト　
ロ　
イ　
ア　
の　
美　
術　
品　
の　
返　
還　
問　

題　
も　
持　
ち　
上　
が　
っ　
て　
お　
り　
、　
こ　
の　

展　
覧　
会　
を　
機　
に　
、　
世　
界　
に　
向　
け　
て　

ト　
ル　
コ　
の　
声　
を　
伝　
え　
よ　
う　
と　
し　
て　

い　
る　
。　

ま　
た　
、　
現　
在　
ド　
イ　
ツ　
に　
住　
む　
二　

五　
○　
万　
人　
の　
ト　
ル　
コ　
人　
の　
為　
に　

も　
、　
ト　
ル　
コ　
の　
貴　
重　
な　
美　
術　
品　
を　
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こ　
れ　
は　
、　
携　
帯　
電　
話　
の　
機　
械　
（　
約　

四　
○　
ド　
ル　
程　
度　
か　
ら　
）　
を　
購　
入　
す　

れ　
ば　
、　
あ　
と　
は　
使　
用　
度　
合　
に　
よ　
っ　

て　
カ　
ー　
ド　
を　
購　
入　
す　
る　
だ　
け　
。　
ち　

な　
み　
に　
一　
○　
○　
度　
の　
カ　
ー　
ド　
は　
、　

四　
二　
五　
万　
Ｔ　
Ｌ　
（　
約　
五　
三　
一　
円　
）　。　

も　
し　
カ　
ー　
ド　
度　
数　
が　
終　
っ　
て　
度　
数　

を　
買　
い　
足　
さ　
な　
く　
て　
も　
、　
三　
ヶ　
月　

間　
受　
信　
だ　
け　
は　
で　
き　
て　
便　
利　
。　

さ　
て　
ア　
リ　
ア　
の　
登　
場　
で　
、　
新　
し　

く　
携　
帯　
電　
話　
を　
購　
入　
す　
る　
場　
合　
、　

通　
話　
料　
金　
か　
ら　
考　
え　
る　
と　
、　
一　
番　

安　
い　
の　
は　
ア　
リ　
ア　
。　
し　
か　
し　
、　
前　

述　
の　
通　
り　
、　
他　
二　
社　
も　
軒　
並　
み　
値　

下　
げ　
し　
た　
為　
、　
料　
金　
、　
通　
話　
可　
能　

範　
囲　
も　
、　
三　
社　
ほ　
ぼ　
変　
わ　
ら　
な　
い　

と　
言　
え　
る　
。　

（　

紙　
）　

●　
日　
本　
で　
人　
気　
の　

デ　
ザ　
イ　
ナ　
ー　

日　
本　
で　
発　
行　
さ　
れ　
て　
い　
る　
「　
マ　

ダ　
ム　
・　
フ　
ィ　
ガ　
ロ　
・　
ジ　
ャ　
ポ　
ン　
」　

誌　
の　
二　
○　
○　
一　
年　
五　
月　
号　
に　
て　
、　

フ　
ラ　
ン　
ス　
の　
ブ　
ラ　
ン　
ド　
、　
デ　
ィ　
ー　

チ　
ェ　
・　
カ　
イ　
ェ　
ッ　
キ　
の　
ト　
ル　
コ　
人　

デ　
ザ　
イ　
ナ　
ー　
、　
エ　
ジ　
ェ　
・　
エ　
ゲ　
の　

作　
品　
が　
五　
○　
頁　
に　
わ　
た　
っ　
て　
掲　
載　

さ　
れ　
、　
人　
気　
を　
呼　
ん　
で　
い　
る　
。　

（　

紙　
）　

●　
デ　
ミ　
・　
ム　
ー　
ア　
が　

イ　
ス　
タ　
ン　
ブ　
ル　
に　

「　
ゴ　
ー　
ス　
ト　
」　「　
幸　
福　
の　
条　
件　
」　

等　
で　
有　
名　
な　
映　
画　
女　
優　
デ　
ミ　
・　
ム　

ー　
ア　
が　
三　
人　
の　
娘　
を　
連　
れ　
て　
イ　
ス　

タ　
ン　
ブ　
ル　
へ　
お　
し　
の　
び　
で　
や　
っ　
て　

き　
た　
。　
あ　
い　
に　
く　
の　
天　
気　
で　
、　
快　

晴　
の　
イ　
ス　
タ　
ン　
ブ　
ル　
を　
見　
る　
こ　
と　

は　
で　
き　
な　
か　
っ　
た　
が　
、　
グ　
ラ　
ン　
ド　

バ　
ザ　
ー　
ル　
を　
訪　
れ　
、　
自　
家　
用　
に　
ト　

ル　
コ　
絨　
毯　
を　
購　
入　
し　
た　
。　

今　
回　
の　
イ　
ス　
タ　
ン　
ブ　
ル　
旅　
行　
は　

前　
夫　
の　
ブ　
ル　
ー　
ス　
・　
ウ　
ィ　
ル　
ス　
と　

恋　
人　
の　
す　
す　
め　
と　
の　
こ　
と　
。　
デ　

ミ　
・　
ム　
ー　
ア　
は　
、　
娘　
た　
ち　
の　
警　
備　

を　
理　
由　
に　
、　
終　
始　
メ　
デ　
ィ　
ア　
を　
よ　

せ　
つ　
け　
な　
か　
っ　
た　
。　

（　

紙　
）　

●　
最　
新　
メ　
ル　
セ　
デ　
ス　

ト　
ル　
コ　
で　
発　
売　

世　
界　
の　
自　
動　
車　
会　
社　
ダ　
イ　
ム　
ラ　

ー　
・　
ク　
ラ　
イ　
ス　
ラ　
ー　
は　
、　
経　
済　
危　

機　
に　
瀕　
し　
た　
ト　
ル　
コ　
国　
民　
を　
元　
気　

づ　
け　
る　
べ　
く　
、　
ト　
ル　
コ　
人　
デ　
ザ　
イ　

ナ　
ー　
、　
ム　
ラ　
ッ　
ト　
・　
ギ　
ュ　
ナ　
ク　

（　
下　
写　

真　
）　
が　
デ　
ザ　

イ　
ン　
し　
た　
新　
型　

ス　
ポ　
ー　
ツ　
ク　
ー　

ペ　
・　
メ　
ル　
セ　
デ　
ス　

の　
ト　
ル　
コ　
で　
の　
販　
売　

を　
開　
始　
し　
た　
。　

「　
エ　
ロ　
テ　
ィ　
シ　
ズ　
ム　
と　
誘　
惑　
を　

テ　
ー　
マ　
に　
、　
ラ　
イ　
ト　
は　
女　
性　
の　
瞳　

か　
ら　
影　
響　
を　
受　
け　
て　
デ　
ザ　
イ　
ン　
し　

た　
」　
と　
さ　
れ　
る　
こ　
の　
車　
の　
価　
格　
は　
、　

九　
万　
ド　
イ　
ツ　
マ　
ル　
ク　
か　
ら　
始　
ま　

り　
、　
ト　
ル　
コ　
の　
若　
い　
メ　
ル　
セ　

デ　
ス　
・　
フ　
ァ　
ン　
を　
タ　
ー　
ゲ　
ッ　

ト　
に　
し　
て　
い　
る　
。　

ダ　
イ　
ム　
ラ　
ー　
・　
ク　
ラ　
イ　
ス　

ラ　
ー　
社　
の　
デ　
ザ　
イ　
ン　
部　
門　

で　
は　
一　
八　
ケ　
国　
か　
ら　
二　
七　

○　
人　
の　
デ　
ザ　

イ　

ナ　

ー　
が　

働　

き　

、　

各　
国　
の　
文　
化　

を　
統　
合　
し　
て　
、　

デ　
ザ　
イ　
ン　
を　
作　

り　
上　
げ　
て　
い　
る　
。　

一　
九　
五　
七　
年　

に　
イ　
ス　
タ　
ン　
ブ　
ル　

で　
生　
ま　
れ　
た　
ム　
ラ　

ッ　
ト　
は　
、　
イ　
ギ　
リ　
ス　

の　
ロ　
イ　
ヤ　
ル　
・　
カ　
レ　

ッ　
ジ　
・　
オ　
ブ　
・　
ア　
ー　
ト　
を　

卒　
業　
し　
、　
フ　
ォ　
ー　
ド　
、　
プ　
ジ　

ョ　
ー　
、　
ダ　
イ　
ム　
ラ　
ー　
ベ　
ン　
ツ　
で　
働　

い　
た　
実　
績　
を　
持　
つ　
。　
メ　
ル　
セ　
デ　
ス　

の　
Ｓ　
Ｌ　
Ｋ　
ロ　
ー　
ド　
ス　
タ　
ー　
モ　
デ　
ル　

も　
彼　
の　
デ　
ザ　
イ　
ン　
に　
よ　
る　
。　

し　
か　
し　
、　
所　
詮　
庶　
民　
の　
手　
の　
届　

か　
な　
い　
高　
級　
車　
。　
一　
部　
の　
ブ　
ル　
ジ　

ョ　
ワ　
を　
除　
き　
、　
こ　
の　
車　
の　
発　
売　
で　

ト　
ル　
コ　
国　
民　
の　
元　
気　
が　
出　
る　
と　
は　

思　
え　
な　
い　
の　
だ　
が　
…　
。　

（　

紙　
）　

●　
フ　
ォ　
ー　
ド　
社　

最　
新　
工　
場　
設　
立　

二　
○　
○　
一　
年　
四　
月　
二　
○　
日　
、　
ト　

ル　
コ　
の　
最　
大　
国　
産　
車　
会　
社　
フ　
ォ　
ー　

ド　
の　
最　
新　
工　
場　
が　
ト　
ル　
コ　
の　
ギ　
ョ　

ル　
ジ　
ュ　
ッ　
ク　
に　
完　
成　
し　
、　
祝　
典　
が　

行　
わ　
れ　
た　
。　

一　
九　
九　
八　
年　
に　
着　
工　
し　
、　
今　
年　

一　
月　
二　
九　
日　
に　
一　
部　
生　
産　
を　
開　
始　

し　
た　
フ　
ォ　
ー　
ド　
・　
オ　
ト　
サ　
ン　
・　
コ　

ジ　
ャ　
エ　
リ　
工　
場　
は　
、　
当　
時　
政　
府　
か　

ら　
無　
償　
で　
払　
い　
下　
げ　
ら　
れ　
た　
一　
六　

○　
万　
平　
方　
メ　
ー　
ト　
ル　
の　
土　
地　
に　
建　

設　
さ　
れ　
た　
。　

工　
場　
面　
積　
は　
二　
○　
万　
平　
方　
メ　
ー　

ト　
ル　
、　
投　
資　
額　
七　
億　
五　
千　
万　
ド　
ル　

で　
、　
今　
日　
フ　
ォ　
ー　
ド　
社　
の　
最　
大　
、　

最　
新　
の　
工　
場　
で　
あ　
る　
と　
さ　
れ　
て　
い　

る　
。　
年　
間　
一　
万　
五　
千　
台　
の　
生　
産　
能　

力　
を　
持　
つ　
こ　
の　
工　
場　
で　
は　
、　
生　
産　

の　
約　
六　
五　
％　
が　
輸　
出　
さ　
れ　
る　
予　
定　

で　
あ　
る　
。　
ト　
ル　
コ　
の　
需　
要　
の　
三　
・　
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五　
％　
を　
供　
給　
す　
る　
こ　
の　
工　
場　
は　
、　

四　
千　
人　
の　
労　
働　
者　
と　
共　
に　
関　
連　

会　
社　
を　
含　
め　
、　
二　
万　
人　
の　
人　
々　

に　
労　
働　
の　
場　
を　
提　
供　
。　
ま　
た　
来　

年　
早　
々　
に　
は　
、　
年　
間　
一　
○　
億　
米　

ド　
ル　
の　
新　
し　
い　
軽　
商　
業　
車　
生　
産　

を　
計　
画　
中　
で　
あ　
る　
。　

こ　
の　
新　
工　
場　
の　
完　
成　
で　
、　
フ　

ォ　
ー　
ド　
・　
オ　
ト　
サ　
ン　
の　
生　
産　
能　

力　
は　
二　
・　
五　
倍　
と　
な　
る　
。　
売　
り　

上　
げ　
の　
四　
％　
が　
調　
査　
と　
研　
究　
開　

発　
に　
当　
て　
ら　
れ　
、　
フ　
ォ　
ー　
ド　
・　

オ　
ト　
サ　
ン　
は　
、　
フ　
ォ　
ー　
ド　
・　
モ　

ー　
タ　
ー　
・　
カ　
ン　
パ　
ニ　
ー　
の　
世　
界　

市　
場　
の　
為　
の　
デ　
ザ　
イ　
ン　
セ　
ン　
タ　

ー　
と　
な　
る　
。　

こ　
の　
コ　
ジ　
ャ　
エ　
リ　
工　
場　
の　
オ　

ー　
プ　
ン　
に　
際　
し　
、　
レ　
バ　
ノ　
ン　
出　

身　
で　
現　
在　
オ　
ー　
ス　
ト　
ラ　
リ　
ア　
国　

籍　
を　
持　
つ　
フ　
ォ　
ー　
ド　
社　
の　
会　
長　

ジ　
ャ　
ッ　
ク　
・　
ナ　
ッ　
セ　
ル　
氏　
は　
、　

彼　
の　
祖　
父　
が　
オ　
ス　
マ　
ン　
・　
ト　
ル　

コ　
の　
国　
籍　
を　
持　
っ　
て　
い　
た　
こ　
と　

を　
語　
り　
、　「　
祖　
父　
が　
レ　
バ　
ノ　
ン　
に　

住　
ん　
で　
い　
た　
頃　
、　
彼　
は　
フ　
ェ　
ス　

帽　
（　
ト　
ル　
コ　
帽　
）　
を　
か　
ぶ　
っ　
て　

い　
た　
。　
私　
自　
身　
も　
「　
イ　
ン　
シ　
ャ　

ッ　
ラ　
ー　
」　
「　
サ　
バ　
ー　
（　
朝　
）　
」　
等　

の　
ア　
ラ　
ビ　
ア　
語　
源　
の　
言　
葉　
を　
未　

だ　
に　
覚　
え　
て　
い　
る　
。　
祖　
父　
は　
ま　

た　
再　
び　
故　
郷　
に　
戻　
る　
こ　
と　
を　
考　

え　
て　
、　
い　
つ　
も　
オ　
ス　
マ　
ン　
・　
ト　

ル　
コ　
の　
パ　
ス　
ポ　
ー　
ト　
を　
肌　
身　
離　

さ　
ず　
持　
っ　
て　
い　
た　
。　
」　
と　
語　
り　
、　

さ　
ら　
に　
、　
今　
回　
の　
投　
資　
に　
関　
し　
、　

「　
今　
回　
の　
工　
場　
の　
設　
立　
は　
、　

フ　
ォ　
ー　
ド　
が　
ト　
ル　
コ　
を　
、　
ト　
ル　

コ　
の　
国　
民　
を　
信　
頼　
し　
て　
い　
る　
こ　

と　
を　
世　
界　
に　
知　
ら　
し　
め　
て　
い　
る　
。　

ト　
ル　
コ　
は　
今　
非　
常　
に　
困　
難　
な　

時　
期　
を　
超　
え　
よ　
う　
と　
し　
て　
い　
る　
。　

し　
か　
し　
ト　
ル　
コ　
の　
将　
来　
は　
明　
る　

い　
。　
私　
は　
外　
部　
の　
人　
間　
だ　
か　
ら　

分　
か　
る　
。　
ト　
ル　
コ　
を　
待　
っ　
て　
い　

る　
の　
は　
明　
る　
く　
平　
穏　
な　
未　
来　
だ　
。　

我　
々　
と　
コ　
チ　
財　
閥　
は　
、　
七　
○　

年　
間　
に　
わ　
た　
っ　
て　
非　
常　
に　
よ　
い　

関　
係　
を　
築　
い　
て　
い　
る　
。　
こ　
の　
長　

い　
信　
頼　
関　
係　
の　
結　
果　
、　
今　
回　
の　

こ　
の　
投　
資　
が　
生　
ま　
れ　
た　
。　
同　
時　

に　
ト　
ル　
コ　
は　
わ　
が　
社　
の　
グ　
ロ　
ー　

バ　
ル　
計　
画　
に　
適　
し　
た　
国　
で　
あ　
る　
。　

ト　
ル　
コ　
が　
質　
の　
よ　
い　
労　
働　
力　
、　

最　
新　
技　
術　
を　
持　
つ　
こ　
と　
も　
投　
資　

を　
決　
断　
さ　
せ　
た　
大　
き　
な　
要　
因　
で　

あ　
る　
。　」　
と　
述　
べ　
た　
。　

三　
○　
年　
間　
五　
大　
陸　
で　
仕　
事　
を　

し　
て　
き　
た　
ナ　
ッ　
セ　
ル　
氏　
は　
ど　
の　

国　
に　
も　
、　
様　
々　
な　
過　
程　
が　
あ　
る　

こ　
と　
を　
指　
摘　
し　
、　
ト　
ル　
コ　
の　
今　

回　
の　
経　
済　
危　
機　
も　
ト　
ル　
コ　
の　
変　

化　
の　
過　
程　
で　
あ　
る　
こ　
と　
を　
述　
べ　
、　

ト　
ル　
コ　
へ　
の　
投　
資　
に　
後　
悔　
が　
な　

い　
こ　
と　
を　
強　
調　
し　
た　
。　

コ　
チ　
財　
閥　
会　
長　
の　
ラ　
フ　
ミ　
・　

コ　
チ　
は　
、　「　
フ　
ォ　
ー　
ド　
社　
が　
ト　
ル　

コ　
へ　
投　
資　
し　
た　
こ　
と　
は　
、　
外　
部　

か　
ら　
、　
資　
金　
援　
助　
を　
し　
て　
く　
れ　

る　
こ　
と　
よ　
り　
も　
も　
っ　
と　
重　
要　
な　

こ　
と　
で　
あ　
る　
。　
Ｉ　
Ｆ　
Ｃ　
（　
国　
際　

金　
融　
公　
社　
）　
や　
Ｉ　
Ｍ　
Ｆ　
（　
国　
際　

通　
貨　
基　
金　
）　
の　
援　
助　
の　
鍵　
は　
こ　

う　
し　
た　
外　
国　
投　
資　
に　
か　
か　
っ　
て　

い　
る　
。　」　
と　
述　
べ　
た　
。　

（　

紙　
）　

bir baflka ‹stanbul G ü n d e m

フォード社の最新技術を持つ工場は、1999年8月17日マルマラ大地震において最も大きな被害を受けたギョルジュックに設立された。

■1966
トルコ初の国産車「アナドル（ア

ナトリア）」がフォードとの技術

提携によりコチ財閥によって生産

された。

■1990
フィアット社の「テンプラ」世界

生産開始と同時にトルコでも生産

が開始された。

■1998
ルノー社の「メガン」のワゴンモ

デルがトルコでのみ生産された。

■2000
フィアット社の車で、初めて世界

市場に出される車「ドブロ」がト

ルコで生産された。

■2001
フォード社の世界最新工場がトル

コに設立された。

トルコ自動車の歴史


